
事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

2
0
1
5
年
9
月
9
日
に
日
本
列
島
を

通
過
し
温
帯
低
気
圧
へ
と
変
わ
っ
た
台
風

18
号
、
お
よ
び
そ
れ
に
続
い
て
北
上
し
て

き
た
台
風
17
号
の
影
響
で
、2
0
1
5
年

9
月
9
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
福
島
県
お

よ
び
宮
城
県
を
中
心
に
豪
雨
が
発
生
し
た
。

多
数
の
線
状
降
水
帯
が
次
々
と
形
成
さ
れ

た
こ
と
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
強
い
降
雨

が
続
き
、
降
り
始
め
か
ら
の
総
降
水
量
が

宮
城
県
丸
森
町
筆
甫
で
5
3
6
㎜
、
福
島

県
川
内
村
川
内
で
4
8
2
㎜
な
ど
、
多
く

の
観
測
地
点
で
4
0
0
㎜
を
上
回
っ
た
。

今
回
の
豪
雨
は
、
東
北
地
方
に
位
置
す
る

観
測
期
間
10
年
以
上
の
観
測
地
点
の
う
ち
、

宮
城
8
地
点
、
山
形
1
地
点
、
福
島
6
地
点

の
計
15
地
点
に
お
い
て
観
測
記
録
を
更
新

す
る
記
録
的
な
豪
雨
で
あ
っ
た（

1
（

。

　

今
回
の
豪
雨
に
よ
り
東
北
地
方
の
30
に

及
ぶ
河
川
で
越
水
ま
た
は
溢
水
が
生
じ
、11

河
川
に
お
い
て
堤
防
の
決
壊
に
至
る
大
き

な
被
害
が
生
じ
て
い
る（

（
（

。
人
的
・
物
的
被

害
と
し
て
は
、
宮
城
県
栗
原
市
に
お
け
る

犠
牲
者
（
名
を
含
む
6
名
の
死
傷
者
、
全

壊
1
棟
・
半
壊
（
棟
を
含
む
約
2
0
0
0

棟
の
住
家
被
害
に
至
っ
た
。
土
木
学
会
水

工
学
委
員
会
お
よ
び
土
木
学
会
東
北
支
部

で
は
本
豪
雨
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
合
同
調
査
団
を
結
成
し
、
災
害
発

生
直
後
の
9
月
11
日
か
ら
調
査
を
開
始
し

て
い
る
。
本
豪
雨
に
よ
る
被
害
個
所
お
よ

び
調
査
地
点
は
多
数
に
及
ぶ
た
め
、
本
稿

で
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
の
中
か
ら
そ

の
一
部
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
す
る
。 

宮
城
県
栗
原
市
に
お
け
る

2
名
の
犠
牲
者

　

本
豪
雨
に
よ
る
犠
牲
者
の
う
ち
1
名
は

宮
城
県
栗
原
市
の
迫
川
の
支
川
、
熊
川
に

お
い
て
被
害
に
あ
っ
た
。
熊
川
に
か
か
る

熊
川
橋
が
洪
水
に
よ
り
落
橋
し
、
こ
れ
に

気
づ
か
ず
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
通
行
し
よ
う

と
し
て
、
川
に
落
下
し
流
さ
れ
て
い
る
。
も

う
1
名
も
栗
原
市
に
位
置
す
る
迫
川
水
系

の
河
川
で
被
害
に
あ
っ
て
い
る
。
犠
牲
者

は
三
迫
川
か
ら
の
溢
流
に
よ
っ
て
浸
水
し

た
地
域
を
車
で
走
行
中
に
流
さ
れ
、
車
が

藪
に
捕
捉
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
水
位
が
上
昇

し
た
。
ど
ち
ら
も
浸
水
域
を
車
で
通
行
中

に
生
じ
て
い
る
事
故
で
あ
る
点
が
特
徴
的

で
あ
る
。

鳴
瀬
川
水
系
吉
田
川
お
よ
び

支
川
に
お
け
る
越
水
・
溢
水

　

宮
城
県
の
鳴
瀬
川
水
系
鳴
瀬
川
お
よ
び

吉
田
川
で
は
、
15
個
所
の
水
位
観
測
所
の

う
ち
1（
個
所
に
お
い
て
観
測
史
上
1
位
の

水
位
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
大
規
模
な

出
水
に
よ
り
、
吉
田
川
本
川
お
よ
び
そ
の

支
川
で
あ
る
竹
林
川
・
善
川
・
洞
堀
川
・

西
川
・
小
西
川
・
身
洗
川
に
お
い
て
溢
水
・

越
水
が
生
じ
、
そ
の
う
ち
西
川
・
小
西
川
・

身
洗
川
で
は
越
流
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
堤

防
決
壊
が
生
じ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
支
川
の

周
辺
部
で
は
農
地
が
多
く
、
農
地
の
浸
水

被
害
や
道
路
損
壊
が
多
数
発
生
し
て
い
た
。

ま
た
吉
田
川
本
川
の
沿
川
に
位
置
す
る
大

和
町
役
場
周
辺
な
ど
の
市
街
地
で
も
広
範
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囲
に
浸
水
が
生
じ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
一
方
で
吉
田
川
本
川
の
浸
水
区
域

は
浸
水
想
定
区
域
よ
り
も
小
さ
く
、
本
川

上
流
部
や
支
川
で
の
は
ん
濫
に
よ
っ
て
そ

の
下
流
側
で
の
浸
水
被
害
が
低
減
さ
れ
た

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

鳴
瀬
川
水
系

渋
井
川
に
お
け
る
破
堤

　

同
じ
く
鳴
瀬
川
水
系
の
多
田
川
の
支
川

で
あ
る
渋
井
川
で
は
、多
田
川
へ
の
合
流
地

点
か
ら
上
流
約
1
・
4
㎞
地
点
ま
で
の
間

の
3
個
所
で
堤
防
が
決
壊
し
、
洪
水
は
ん

濫
被
害
が
生
じ
た
（
写
真
1
）
。破
堤
個
所
の

付
近
で
は
大
き
な
屈
曲
部
や
狭
窄
部
が
な

く
、ま
た
越
流
の
痕
跡
も
見
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、浸
透
破
壊
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。ま
た
渋
井
川
は
多
田
川
の
支
川
で
あ

り
多
田
川
に
お
い
て
水
位
が
上
昇
し
た
こ

と
で
、背
水
効
果
に
よ
っ
て
渋
井
川
の
水
位

が
下
流
側
か
ら
上
昇
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。ま
た
多
田
川
か
ら
渋
井
川
へ
の
逆
流

も
報
告
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
が
堤
防
決
壊
後

の
浸
水
拡
大
に
寄
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

福
島
県
に
お
け
る
被
害
概
要

　

福
島
県
で
は
阿
武
隈
川
水
系
石
田
川
や

阿
賀
川
水
系
舘
岩
川
に
お
い
て
、
洪
水
流

に
よ
る
大
規
模
な
浸
食
に
よ
っ
て
国
道
の

路
盤
が
大
き
く
破
損
し
、
一
部
の
地
区
が

一
時
的
に
孤
立
状
態
と
な
る
被
害
が
生
じ

た
（
写
真
2
）
。
ま
た
舘
岩
川
や
阿
賀
川
水

系
桧
沢
川
で
は
洪
水
は
ん
濫
被
害
が
生
じ

て
い
る
が
、
被
害
個
所
で
見
ら
れ
た
特
徴

と
し
て
多
数
の
流
木
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

桧
沢
川
で
は
堤
防
越
流
が
生
じ
た
個
所
の

上
流
側
の
橋
脚
に
流
木
が
捕
捉
さ
れ
て
お

り
（
写
真
3
）
、
落
橋
し
た
高
橋
橋
に
お
い

て
も
流
木
が
橋
脚
部
等
に
残
存
し
て
い
た
。

ま
た
、
同
じ
く
阿
賀
川
水
系
の
舘
岩
川
で

も
浸
水
し
た
集
落
の
上
流
側
に
位
置
す
る

橋
の
橋
脚
に
流
木
が
残
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
地
点
で
は
流
木
に
よ
る
河
道
閉
塞

に
よ
る
は
ん
濫
な
ど
、
流
木
が
洪
水
被
害

の
発
生
や
拡
大
に
寄
与
し
て
い
た
可
能
性

が
高
い
。

　

本
稿
で
報
告
し
た
地
点
や
内
容
は
調
査

結
果
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
り
、

他
の
被
害
個
所
や
、
よ
り
詳
細
な
調
査
報

告（
速
報
）
に
つ
い
て
は
調
査
団
H
P
を

参
照
い
た
だ
き
た
い（

3
（

。
最
後
に
、
末
尾
と
な

り
ま
す
が
、
本
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

犠
牲
者
の
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。
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